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The purpose of this study is to consider the new education system suggested by Japanese 
Government. The system is called Society 5.0. Chapter 1 tries to consider the relevance of Society 
5.0 and the organization of University, referring to the characteristic of intellectual capital 
management at university. In chapter 2, Kawasumi describes what should lecture on “Science and 
Technology in Modern Society” for Society 5.0. In chapter 3, Kashiwagi addresses computer science 














































































たとえば Nonaka and Takeuchi(1995)は、組織的知識創
















































































































































たことがあるかを尋ねた（2019 年 9 月授業）。聞いたこ
とがあると答えたのは、「現代社会と科学技術」当日出

































































































































































































































































































○AI 技術の 7 原則
Society 5.0 においてその技術の中心として位置するの
が AI である。この技術への対応が Society 5.0 の成功の鍵
になると考える。






















化学者で SF 作家のアイザック・アシモフが SF 小説中で
提案したロボット三原則である４）。 
第 1 条 ロボットは人間に危害を加えてはならない。ま
た、その危険を看過することによって、人間に危害を及
ぼしてはならない。
第 2 条 ロボットは人間にあたえられた命令に服従しな
ければならない。ただし、与えられた命令が、第 1 条に
反する場合は、この限りでない。
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